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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
８

９
回
    

本
山

本
山

本
山

本
山
修
験
宗

修
験
宗

修
験
宗

修
験
宗
・・ ・・
聖
護
院

聖
護
院

聖
護
院

聖
護
院
のの のの
南
奥
駈
修
行

南
奥
駈
修
行

南
奥
駈
修
行

南
奥
駈
修
行
をを をを
行
仙
宿
等

行
仙
宿
等

行
仙
宿
等

行
仙
宿
等
で
の

で
の

で
の

で
の
支
援
接
待

支
援
接
待

支
援
接
待

支
援
接
待
    

    

◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

０
９

月
０

２
日
( 日

) ～
０
３

日
( 月

) 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

沖
崎

吉
信

、
大

江
加

予
子

・
徳

子
、

畑
林

清
子

。
 

( １
泊

２
日
) 。

生
熊

敏
男

・
千

満
子
( ２

日
・

３
日

日
帰

り
) 。

 

２２ ２２
日日 日日
；

橋
本
 

梓
、

濱
野

兼
吉

、
児

嶋
道

夫
、

中
前

 
偉

、
 

上
村

洋
司

・
和

美
、

奥
村

順
夫

、
竹

中
卓

治
、

高
階

鈴
子

、
 

山
川

治
雄

、
中

村
佳

文
、
岩

本
信

行
、
梶

野
照

雄
、
志

岐
 

敬
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
１

名
、

延
２

８
名

。
 

 
 

 
 

 
 
 

    
 
 

 
 

 
 

 
 
本

山
修

験
宗
・
聖

護
院

門
跡

か
ら

来
年

に
執

行
す

る
「

深
仙

灌
頂

会
」
の

慶
讃

行
事

と
し

て
、

前
鬼

か
ら

熊
野

へ
抜

け
る

南
奥

駈
道

を
９

月
１

日
～

５
日

の
日

程
で

修
行

す
る

に
あ

た
り

、
行

仙
宿

で
の

宿
泊

と
食

事
調

達
及

び
玉

置
神

社
宿

泊
時

の
食

事
手

配
を

依
頼

さ
れ

、
平

素
よ

り
ご

支
援

ご
厚

誼
を

頂
い

て
い

る
の

で
相

談
の

上
、
支

援
接

待
を

引
受

け
る

こ
と

に
し

た
。
 

 
 

 
行

仙
宿

で
は

、
昨

年
の

「
役

行
者

坐
像

開
眼

供
養

」
の

様
に

夕
食

を
、

女
性

陣
で

手
作

り
し

て
下

さ
る

事
に

な
っ

た
が

、
３

時
出

立
の

為
、
朝

食
・

昼
食

の
弁

当
２

食
分

も
自

前
で

調
理

し
て

下
さ

る
事

に
な

っ
た

。
玉

置
神

社
の

夕
食

は
仕

出
し

業
者

(
万

福
食

堂
)
に

依
頼

し
、

朝
・

昼
の

弁
当

２
食

分
は

手
作

り
す

る
旨

を
聖

護
院

へ
連

絡
し

了
承

を
得

る
。

 
 

 

８
月

２
３

日
に

聖
護

院
か

ら
募

集
の

結
果

４
６

名
、

４
日

の
吹

越
宿

・

採
燈

護
摩

供
で

昼
食

４
９

名
の

連
絡

が
あ

る
。

２
５

日
に

台
風

２
０

号
に

よ
り

前
鬼

林
道

は
通

行
止

め
に

な
り

、
行

仙
宿

へ
の

国
道

4
2
5
号

線
は

幸

い
に

も
通

行
可

を
連

絡
す

る
と

共
に

当
ぐ

る
ー

ぷ
は

東
北

遠
征

登
山

(
2
6

～
2
9
)
の

た
め

に
、

南
奥

駈
道

の
点

検
は

出
来

な
い

事
を

連
絡

す
る

。
 

東
北

遠
征

登
山

か
ら

帰
っ

た
３

０
日

に
聖

護
院

に
連

絡
す

る
と

、
前

鬼

林
道

は
通

行
止

め
(
歩

行
可

)
で

あ
る

が
、

懸
念

し
て

い
た

小
仲

坊
は

食
事

可
で

実
施

す
る

と
の

返
答

。
持

経
宿

の
池
郷

林
道

は
、
ゲ

ー
ト
迄

通
行

可

で
あ

る
が
ゲ

ー
ト

か
ら
車

通
行
不

可
を
伝
え

る
と

共
に

、
台

風
２

１
号

が

９
月

４
日
頃

に
は
確

実
に
影
響

を
受

け
そ
う

な
予
報

を
念

の
た

め
伝
え

る
。
 

そ
の
後

に
、

南
奥

駈
修

行
は

、
３

日
に

玉
置

神
社

で
宿

泊
後

、
４

日
午

前
中

に
京
都

へ
戻

る
行

程
変
更

と
参

加
者

４
３

名
の

連
絡

を
受

け
る

。
 

９９ ９９
月月 月月
１１ １１
日日 日日
(( (( 土土 土土

)) ))     
    

午
前

中
、
食

事
献

立
の
買

出
し

 
(
大

江
親

子
・
畑

林
)
を

行
い

、
沖
﨑
宅

で
荷
揚
げ

食
材
等

(
３
升
炊
ガ
ス
炊
飯
器
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・
米

２
５
㎏

。
調

味
料

、
佃
煮
類
等

)
を
梱
包

(
沖
﨑
・
川

島
)
す

る
。
午
後

か
ら

も
明

日
か

ら

の
お
ま
ぜ

ご
は
ん
等

の
下
準
備

(
大

江
親

子
・

畑
林

)
を

さ
れ

る
 

 
９９ ９９
月月 月月
２２ ２２
日日 日日
(( ((
日日 日日
)) )) 

 
 
曇

り
時
々
晴

、
午
後
一

時
雨

 

沖
﨑
車

に
食
材

・
器
材

を
積
み
込
み

、
大

江
車

、
上

村
車

で
６

時
に

出

発
、

日
足

で
昨

日
東

大
生
研

修
ツ
ア

ー
に
同

行
し

て
和
佐
又

・
笙

の
窟

を

案
内

さ
れ

た
中

前
氏

が
沖
﨑
車

に
同
乗

し
登

山
口

に
７

時
半
頃

に
到
着

。
 

程
な
く

熊
野
市

(
山

川
・

中
村

・
岩

本
)
、
尾
鷲

・
海

山
(
奥

村
・

竹
中

・

高
階

)
の
方

達
も
到
着

。
 

登
山
口
横

の
支
谷

は
、
砂
防
提

を
越
え

た
土
石

が
ガ

ー
ド
レ

ー
ル

の
高

さ
迄
埋
ま

っ
て

い
る

。
砂
防
提

の
水

抜
土
管

か
ら
水

が
汲

め
た

の
だ

が
、

水
が
汲

め
な

い
。

林
道

下
排
水
溝

か
ら

道
路

下
約

１
０
ｍ

下
に
滝

と
な

っ

て
流

下
し

て
い

る
。
道
路

下
に

川
島
・
沖

崎
・
濱

野
・
岩

本
氏

が
降

り
て
、

ポ
リ
タ
ン
ク

(
７
Ｌ

～
１

０
Ｌ

)
に

上
戸

で
満
杯

に
し

て
、
ロ

ー
プ

で
上

に

引
揚
げ

て
貰
う

(
飲
料
水
計

１
５

０
Ｌ
汲
む

)
。

 

    
    

    
    

    

第
二

ベ
ン

チ
で

小
休

止
 

 
荷

揚
げ

を
終

え
行

仙
宿

で
 

 
行

者
堂

下
の

陥
没

補
修
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水
汲
み

の
間

に
モ
ノ
レ

ー
ル

で
食
材

・
水

・
器
材

を
３

回
運
ん

で
貰
う

。
 

梶
野
・
志

岐
氏

も
到
着

さ
れ

、
モ
ノ
レ

ー
ル
終

点
か

ら
水
・
食
材
・
器
材
 

を
各

自
手

分
け

し
て
荷
揚
げ

す
る

。
大
勢

参
加

し
て

頂
い

た
の

で
、
２

回
目

 

は
男

性
陣
７

名
(
岩

本
・

山
川

・
中

村
・

川
島

・
濱

野
・

中
前

・
沖

崎
)
で

 

全
て
荷
揚
げ

出
来

た
。

 

 
 

 
 

大
江

加
さ
ん
チ

ー
フ

に
賄

い
方

(
畑

林
・

大
江

徳
・

生
熊

・
高

階
・

上
村

)

は
、
お

に
ぎ

り
弁

当
用

の
御
飯

(
４
升

)
が
炊
き

上
が

る
間

に
副

食
を
盛

る
。

男
性

陣
は

、
小
屋
周

り
の

清
掃

と
水
場

の
大

岩
除
去

に
梶

野
・
山

川
・
中

村
・

岩
本
氏

が
降

り
る

。
残

り
の
人

で
西
側
屋
根

下
に
ブ
ル

ー
シ

ー
ト

を
張

る
。
 

    
    

    

 
 

 
 

 
 

 
 

小
屋

周
り

掃
き

掃
除
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

お
に

ぎ
り

弁
当

作
り

 

 

    
    

    

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

先
に

男
性

陣
昼

食
 

 
 

 
 

 
 

 
 

熊
野

市
の

３
人

下
山

 

水
場

の
大

岩
除
去

の
人

も
戻

り
男

性
陣

は
先

に
昼

食
。
荷
揚
げ

を
終
え

た
熊

 

野
市

の
３

名
が

１
３

時
前

に
下

山
、

こ
の
頃

か
ら
雨

が
降

り
出

す
。

 

お
に
ぎ

り
弁

当
(
め

は
り

２
個
+
き

な
こ
ま
ぶ

し
１
個

)
は

、
４

８
名

分
(
約

 

1
5
0
個

の
お

に
ぎ

り
を

に
ぎ

る
)
を

作
っ

て
か

ら
女

性
陣

が
昼

食
。

 

    
    

    

日
の

丸
弁

当
作

り
 

 
 

 
日

の
丸

弁
当

に
副

食
 

 
弁

当
２

食
分

＋
飲

料
水

 

 

日
の
丸

弁
当

(
御
飯

の
中
央

に
梅
干

)
作

り
の
副

食
(
金

時
煮
豆
+
レ
ン
コ
ン

 

キ
ン
ピ
ラ
+
胡
瓜
Ｑ
ち
ゃ
ん
+
プ
チ
ト
マ
ト

)
を
添
え

る
の

に
男

性
陣

も
手
伝

 

う
。
お

に
ぎ

り
弁

当
＋

日
の
丸

弁
当
＋
餡
パ
ン

１
個
＋
お
茶

と
水

5
0
0
m
l
各

 

１
本

を
レ
ジ
袋

に
入

れ
、

弁
当

２
食

分
は

４
８

名
分

が
出

来
た

。
 

 
児

嶋
さ
ん

は
、
管

理
棟

階
段

に
転
落
防

止
用

の
手
摺
設

置
と

志
納
箱
交
換

。
 

    
    

    
    

    

    
志

納
箱

取
替

え
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

管
理

棟
階

段
の

転
落

防
止

用
の

手
摺
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夕
食
パ
ッ
ク

に
は

、
豆
御
飯
+
マ
グ
ロ
刺
身
+
胡
麻
豆
腐

(
田

中
律

子
さ

ん
手

作
 

り
)
+
煮
物

(
人

参
・
椎
茸
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
・
高

野
豆
腐

)
+
イ
ン
ゲ
ン
豆
+
紅
白

 

ナ
マ
ス
+
枝
豆

の
盛
付

け
が

、
１

５
時

前
に

４
８

名
(
山

彦
宿

泊
者

５
名

分
追

 

加
)
が

出
来

上
が

り
、
滞

り
な
く

聖
護

院
一

行
を
迎
え

ら
れ

る
。

 

    
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

夕
食

パ
ッ

ク
に

お
か

ず
を

盛
付

け
 

 
 

ベ
テ

ラ
ン

の
マ

グ
ロ

刺
身

切
り

 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
    
    
    

    
豆

御
飯

の
盛

付
け

 
 

 
 

 
 

 
夕

食
の

配
膳

略
完

了
 

  
準
備

が
完

了
し

た
の

で
、
１

５
時

１
５

分
頃

に
橋

本
・
中

前
・
濱

野
・
児

 

嶋
・
竹

中
・
高

階
・
奥

村
氏

が
下

山
。
１

５
時

４
０

分
に

生
熊

夫
妻
・
上

村
 

夫
妻

が
下

山
さ

れ
た

。
こ

の
頃

に
は
雨

も
止
む

、
お
疲

れ
様

で
し

た
。

 

    
    

    
    

    
夕

食
の

盛
付

け
お

膳
 

 
 

 
 

 
日

帰
り

者
・

下
山

前
に

記
念

撮
影

 

 

聖
護

院
サ
ポ

ー
ト
隊

の
行

仙
宿
到
着

は
、
予
定

で
は

１
５

時
半

で
あ

る
が

 

着
か

な
い

。
１
７

時
頃

に
携
帯
電
話

で
連

絡
す

る
が
つ

な
が

ら
な

い
。
１
７

 

時
過
ぎ

に
メ

ー
ル
着

信
が

あ
り

、
藤
岡
主

事
に
携
帯
電
話

す
る

と
太
古
ノ
辻

 

迄
に

３
名

、
持

経
宿

で
６

名
の
リ
タ
イ
ヤ

が
あ

り
宿

泊
者

は
３

４
名

。
池

 

郷
林

道
ゲ

ー
ト
間

を
２

回
往
復

し
、
池
原
公
園

で
リ
タ
イ
ヤ

し
た
人

を
タ

 

ク
シ

ー
で
送

る
手

配
を
終
え

て
か

ら
、

行
仙

宿
へ

登
る

の
で

１
９

時
過
ぎ

 

に
な

る
、

本
隊

は
早

け
れ
ば

１
９

時
頃

の
到
着

に
な

る
と

の
こ

と
。

 

 
行

仙
岳

へ
迎
え

に
登

っ
た

梶
野

・
志

岐
氏

に
連

絡
す

る
。

１
９

時
半

前

に
サ
ボ

ー
ト
隊

３
名

が
到
着

す
る

と
、
直

ぐ
に

梶
野

・
志

岐
氏

が
戻

り
、

 

    
    

    
    

    

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

聖
護

院
修

行
一

行
が

行
者

堂
で

勤
行
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本
隊

は
間

も
な
く
着
く

が
、
最
後
尾

は
約

１
時
間
遅

れ
て

い
る

と
の

こ
と

。
 

１
９

時
４

５
分

か
ら

行
者

堂
で
勤

行
。
勤

行
後

に
女

性
行

者
(
７

名
)
は

。

管
理
棟

で
着
替
え

て
、

こ
こ

で
宿

泊
。

男
性

行
者

２
７

名
は

、
行

仙
宿

小

屋
で

宿
泊

を
決

め
着
替
え

て
頂
き

、
濡

れ
た
装
束

は
室
外

の
ブ
ル

ー
シ

ー

ト
下
や
室
内

で
乾

か
し

て
頂
く

。
    

着
替

を
終
え

て
勢
揃

い
し

た
２

０
時

４
０

分
よ

り
、

事
務
局

・
沖
﨑

か

ら
毛
布
並

び
に
明

日
２

食
分

弁
当

を
食
後

に
受
取

る
旨
等

の
説
明
後

に
、

般
若
心

経
を
唱
え

て
か

ら
夕

食
が

は
じ
ま

る
。
味
噌
汁

(
ワ
カ
メ

・
巻
麩

・

キ
ヤ
ベ
ツ

)
も

配
る

。
豆
御
飯

、
味
噌
汁

、
夕

食
弁

当
は

、
宿

泊
者
減
員

に

な
り
お

か
わ

り
を
勧

め
る

も
、
疲

れ
も

あ
り
お
替

り
は
少

な
か

っ
た

。
    

    
    

    
    

    

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
    

当
ぐ

る
ー

ぷ
を

含
め

３
９

名
が

夕
食

を
は

じ
ま

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

２
Ｌ
ヤ
カ
ン

３
個

、
７
Ｌ
ヤ
カ
ン

３
個

の
お
茶

が
無
く

な
り

。
あ
わ

て
て
お

 

茶
を

作
る

。
足

り
な

い
行
動

中
の
お
茶

は
、
減
員

者
の
お
茶

を
渡

す
こ

と
に

 

す
る

。
梶

野
・

志
岐
氏

は
、

２
１

時
前

に
下

山
さ

れ
た

。
 

消
灯

２
１

時
４

５
分

、
明

日
は

３
時
起
床

、
４

時
出

立
と

の
事

。
 

食
事
後

、
食

事
台

を
室
外

に
出

す
。
当

ぐ
る

ー
ぷ

の
女

性
３
人

は
、
お

堂
で
 

当
初
就
寝

す
る
つ

も
り

で
あ

っ
た

が
、
少

し
狭

い
が
管

理
の

、
下

で
１

０
 

人
就
寝

す
る

事
に

し
た

。
沖
﨑
氏

は
お

堂
、

川
島

は
資
材
倉
庫

で
就
寝

。
    

    

行
仙
宿
水
場

行
仙
宿
水
場

行
仙
宿
水
場

行
仙
宿
水
場
のの のの
落
石
除
去
作
業

落
石
除
去
作
業

落
石
除
去
作
業

落
石
除
去
作
業
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
    
(
記

；
梶

野
)
    

東
北

遠
征

の
間

に
、
生

熊
さ
ん

が
行

仙
宿

に
行

か
れ

て
(
8
/
2
7
)
、
水
場

に
大

 

き
な
落
石

を
見
つ

け
て
報
告

し
て

頂
い

た
。

 

 
 

 
 

 

巨
大

な
岩

を
掘

り
出

す
 

 
枯

れ
木

を
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
で

切
断

 
テ

コ
で

移
動

 

 

聖
護

院
南

奥
駈

行
サ
ポ

ー
ト

の
荷
揚
げ

が
終
わ

っ
て

、
山

川
、
中
村

、
岩

 

本
、
梶

野
の

４
名

で
水
場

へ
向

か
っ

た
。
生

熊
さ
ん

の
報
告

通
り

、
巨

大
な

 

岩
が
水
場

の
中
央

を
占
領

し
て

い
た

。
隙
間

が
広

い
左
側

を
掘

り
進

め
て

い
 

く
と

、
直
径

１
０
㎝
位

の
枯

れ
木

が
姿

を
現

し
た

。
飛

び
出

し
て

い
る
部

分
 

を
動

か
し

て
み

る
が
ビ
ク

と
も

し
な

い
。
さ

ら
に
掘

っ
て
み

る
と
枝

が
落
石

 

の
下

に
入

り
込
ん

で
い

る
の

が
判

り
、
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
で
切
断

し
て
除
去

。



 5 

左
側

の
小
石

が
ほ
ぼ

な
く

な
っ

た
時

点
で

、
巨

大
な

岩
の
全
貌

が
判
明

し
 

た
。
長

さ
が

９
０
㎝

、
太

い
と

こ
ろ

は
５

０
㎝

で
5
0
0
K
g
近

い
と
思
わ

れ
た

。
 

両
先
端

の
と

が
っ

た
部

分
を
ハ
ン
マ

ー
で
割

り
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ

を
切

り
 

テ
コ

に
し

て
移
動

を
試
み

る
。
何

と
か
左

の
空
間

に
起

こ
す

こ
と

が
で
き

た
。
 

さ
ら

に
テ
コ

で
前
方
（

下
流
側
）
に
少

し
移
動

す
る

。
し

か
し
水
場

の
く
ぼ
 

み
の

中
に

あ
る

の
で

、
約

１
０
㎝

の
高

さ
を

越
え

る
こ

と
が

で
き
ず

、
協
議

 

の
末

、
何

と
か

立
て
起

こ
し

て
転

が
そ
う

、
と

い
う

こ
と

に
な

り
、
先
端

を
 

削
り
取

る
た

め
に
ハ
ン
マ

ー
を
ふ

る
う

。
 

 
 

 

岩
を

立
て

て
み

る
 

 
 

 
 

５
人

で
作

業
 

 
 

 
 

 
 

排
除

完
了

 

 志
岐

さ
ん

が
加
勢

に
来

て
く
だ

さ
り

、
５
人

が
か

り
で

立
て
起

こ
し

て
、
 

水
場

の
外

へ
出

す
こ

と
に
成

功
し

た
。
途

中
で

岩
が
思
わ
ぬ
方
向

に
傾
き

、
 

足
を
挟
ま

れ
そ
う

に
な

っ
た

が
、

事
な
き

を
得

た
。

 

行
仙

宿
水
場

は
大
変
狭
く

、
下
流

は
切

れ
落
ち

て
い

て
、
片
側

の
岩

は
滑

 

り
や

す
い

。
安
全

に
作

業
で
き

る
場
所

が
殆
ど
無

い
の

で
、
幸
運

は
続

か
な
 

い
こ

と
を

前
提

に
安
全

第
一

で
、
今
後

の
作

業
を
考
え

た
い

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

行
仙

宿
9
;
5
2
→
1
0
;
0
5
水
場
1
1
;
4
0
→

行
仙

宿
1
2
：
0
5
。

 
 

聖
護
院

聖
護
院

聖
護
院

聖
護
院
・・ ・・
南
奥
駈

南
奥
駈

南
奥
駈

南
奥
駈
修
行

修
行

修
行

修
行
出
迎

出
迎

出
迎

出
迎
え
と

え
と

え
と

え
と
行
仙
岳
捲

行
仙
岳
捲

行
仙
岳
捲

行
仙
岳
捲
きき きき
道道 道道
のの のの
調
査

調
査

調
査

調
査
    
( 記

；
梶

野
) 

 １
７

時
に

な
る

が
聖

護
院

の
一

行
は
到
着

す
る
気

配
が

な
い

。
サ
ポ

ー
ト

隊
か

ら
の

連
絡

も
な
く

、
じ

っ
と

待
っ

て
い

る
の

も
退
屈

な
の

で
、

台
風
後

の
奥

駈
道

調
査

を
兼
ね

て
、

行
仙
岳
ま

で
志

岐
さ
ん

と
２
人

で
向

か
っ

た
。
 

 
 

 
 

 

行
仙

岳
ま

で
の

風
倒

木
 

 
 

 
 

 

山
頂

の
倒

木
 

 
 

 
 

捲
き

道
分

岐
で

到
着

を
待

つ
 

 
 

先
頭

が
到

着
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登
山

道
に

は
枯
枝

が
多
数
落
ち

て
い

て
、
除

け
ら

れ
る

も
の

は
登

山
道
外

に
排
除

し
た

。
行

仙
岳
ま

で
に
枯

れ
木

の
倒
木

が
４

か
所

、
そ

の
う
ち

２
本

は
登

山
道

を
横
切

っ
て

道
を
塞

い
で

い
た

。
 

一
本
目

は
ま

た
い

で
通
過

。
二

本
目

は
根
元

を
迂

回
し

て
通
過

し
た

。
ど
ち

ら
も
腐

っ
て

い
る

が
、
太

い
の

で
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
が
必
要

に
な

る
。

行
仙
岳

山
頂
付
近

に
も
倒
木

が
あ

っ
た

が
、

奥
駈

道
で

は
な
く

、
F
M

中
継
局

に
向

か
う

道
を
塞

い
で

い
た

。
 

 
 

 
 

 

聖
護

院
一

行
の

先
頭

集
団

が
行

仙
岳

へ
 

 

１
７

時
３

８
分

山
頂

に
到
着

、
先

行
し

た
志

岐
さ
ん

の
姿

が
見
え

な
い

。

少
し
先

へ
下

っ
た

よ
う
だ

。
山

頂
で

小
屋

か
ら
電
話

が
あ

り
、
サ
ポ

ー
ト
隊

と
連

絡
が
付

い
た

こ
と

を
知

る
。
し
ば

ら
く

し
て

志
岐

さ
ん

が
登

っ
て
き

た
。
 

山
頂

で
休
憩

し
て

い
る

と
法
螺
貝

の
音

が
聞

こ
え

て
き

た
。
怒
田

の
宿

で

勤
行

し
て

い
る

よ
う
だ

。
聖

護
院

の
現
在
地

が
お
お

よ
そ
判

っ
た

の
で

、
捲

き
道

分
岐
ま

で
降

り
て
一

行
を

待
つ

こ
と

に
し

た
。
太
陽

が
西

の
山

に
隠

れ

る
と

、
一
気

に
暗
く

な
り

、
お
ま

け
に
霧

が
濃
く

な
っ

て
見

通
し

が
き

か
な

く
な

っ
た

。
さ

っ
き

よ
り

も
法
螺
貝

の
音

が
近
く

で
聞

こ
え

て
「
そ
ん

な
所

に
靡

が
あ

っ
た

か
な
？

」
と
二
人

で
話

し
た

。
 

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

の
光

が
樹
間

に
見
え
だ

し
、
話

す
声

が
聞

こ
え
だ

し
て

か

ら
約

１
０

分
後

、
先
頭

の
行

者
が
姿

を
現

し
た

。
先
頭

集
団

は
２

０
名
ほ
ど

、

最
後
尾

は
ど

の
く

ら
い
遅

れ
て

い
ま

す
か
？

と
尋
ね

る
と

「
１

時
間

程
度
遅

れ
て

い
る

と
思
う

」
と

の
こ

と
だ

っ
た

の
で

、
先
頭

集
団

が
通
過

し
た

の
ち

に
、
捲
き

道
を

通
り

小
屋

に
向

か
っ

た
。
 

暗
闇

で
濃

い
霧

の
中

、
杉

の
枝

が
積

も
っ

た
捲
き

道
は
ち
ょ

っ
と

歩
き

に

く
い

。
途

中
、
枝

の
多

い
木

が
倒

れ
こ
ん

で
い

た
が

、
細

い
枝
だ

っ
た

の
で

押
し

の
け

て
通
過

、
そ

の
他

は
異
常

な
し
だ

っ
た

。
 

倒
木

を
迂

回
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
場
所

で
後
続

が
分

か
り
や

す
い

よ
う

に
道

を
付

け
て

い
た

ら
、

聖
護

院
の
一

行
が
追

い
つ

い
て
き

た
。
 

そ
の
後

は
わ

か
り
や

す
い

道
を
一
気

に
小
屋
迄

下
っ

た
。

小
屋

北
の
急
坂

を
下

っ
て

い
る

と
下

に
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

の
明

か
り

が
見
え

た
。
明

り
の
主

は

聖
護

院
の
牧

山
主

事
だ

っ
た

。
今

日
は
サ
ポ

ー
ト
隊

と
し

て
動

い
た

ら
し

い

の
で

「
き
ょ
う

は
楽
ち
ん
や
ね

」
と
言

っ
た

ら
「

前
鬼

で
リ
タ
イ
ア

し
た
人

が
遅
く

、
持

経
で

６
人
リ
タ
イ
ア

し
て
一
度

で
運
べ
ず

に
、

２
回

に
分

け
て

運
び

２
倍

時
間

が
か

か
っ

た
、
そ
ん

な
に

歩
い

て
は
無

い
け
ど
ド
ッ
ト
気
疲

れ
し
ま

し
た

」
と
話

さ
れ

た
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

９９ ９９
月月 月月
３３ ３３
日日 日日
( 月月 月月

)  
晴

時
々
曇

り
 

起
床

３
時

、
発
電
機

を
作
動

さ
せ

点
灯

す
る

。
慌

し
く

４
時

に
は

行
者
装

束
の

出
で

立
ち

で
勤

行
。

行
仙

宿
で

３
名

が
リ
タ
イ
ヤ

さ
れ

３
１

が
行

仙
宿

か
ら

の
出

立
。
 

出
立

前
に
皆

で
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
接

待
へ

の
お
礼

の
言
葉

を
か

け
て

下

さ
る

。「
満

行
さ

れ
ま

す
よ
う

に
！

」「
ま

た
の

ご
来

山
を
！

」「
気

を
つ

け
て
！

と
見
送

る
。
 

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

を
つ

け
て

、
サ
ボ

ー
ト
隊

の
協
力

を
得

て
、
室
外

の
食

事

台
を
戻

す
。
又

、
西
側
屋
根

下
に
張

っ
た
ブ
ル

ー
シ

ー
ト

を
撤
去

回
収

す
る

。
 

女
性

３
人

で
夕

食
パ
ッ
ク

の
後
片
付

け
、

生
ご
み

は
沖
﨑
氏

が
穴

を
掘

り

土
に
埋

め
る

。
余

っ
た

弁
当

と
豆
御
飯

は
パ
ッ
ク

に
詰

め
る

と
共

に
炊
飯

器
・
鍋

・
ヤ
カ
ン
等

を
洗

っ
て
収
納

す
る

仕
事

が
多

い
。
 

リ
タ
イ
ヤ

さ
れ

た
方

と
サ
ポ

ー
ト
隊
( ５
人
) に
コ

ー
ヒ

ー
を
飲
ん

で
頂
く
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が
、
紙
カ
ッ
プ

の
在
庫

が
無
く
サ
ポ

ー
ト
隊

か
ら
提

供
し

て
頂

い
た

。
 

 
 

 

 
昨

日
、

生
熊

氏
改

修
補

給
路

 
 

ご
み

・
食

材
等

の
大

き
な

荷
を

担
ぎ

下
山

 
 
 

 
サ
ボ

ー
ト
隊

が
６

時
頃

に
下

山
さ

れ
る

。
我
々

も
戸
締

り
を

し
て

、
ゴ
ミ

、

食
材
等

の
大
き

な
荷

を
背
負

っ
て

６
時

２
０
頃

に
行

仙
宿

か
ら

下
山

。
 

荷
は
モ
ノ
レ

ー
ル

で
降
ろ

す
。
サ
ボ

ー
ト
隊

に
は
モ
ノ
レ

ー
ル
乗
場

で
追

い

着
き

、
そ

の
後
追

い
越

し
て

登
山
口
７

時
頃

に
降

り
る

。
 

 
サ
ボ

ー
ト
隊

に
は

、
夕

食
及

び
弁

当
積
ん

で
新

宮
を

出
発

す
る
際

に
、

連

絡
す

る
旨

を
伝
え

て
別

れ
る

。
 

 
大

江
車

を
沖
﨑
氏

が
運
転

し
て

、
新

宮
・
沖
﨑
宅

に
８

時
半
過
ぎ

に
到
着

。

女
性

３
人

は
帰
宅
せ
ず

に
沖
﨑
宅

の
台
所

を
借

り
て

、
朝
・
昼

弁
当
( ３

３
 

名
) 作

り
に
取

り
掛

か
ら

れ
る

。
 

川
島

は
、
入
浴

し
汗

を
流

す
た

め
に
一
旦

帰
宅

し
て

、
１

０
時

前
に

沖
﨑

宅
に

行
く

と
、

生
熊

夫
妻

が
手
伝

い
に

来
て

下
さ

る
。
 

 
最
初

に
、
お

に
ぎ

り
弁

当
「
目

は
り

１
個
+
ゆ

か
り

１
個
+
白
御
飯

１
個

。

( ゆ
か

り
・
白
御
飯

は
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
包
み
) に

、
副

食
と

し
て

大
豆
煮
豆
+
キ

ン
ビ
ラ
+
プ
チ
ト
マ
ト

を
添
え

る
作

業
は

男
性

陣
も

加
勢

す
る

。
 

 
次

に
お
ま
ぜ
用

の
御
飯

を
炊
き

、
お
ま
ぜ

弁
当
( か

し
わ
・
人

参
・
ご
ぼ
う
・

椎
茸

・
シ
ビ

・
豆
等
) は

、
１

２
時
過
ぎ

に
出

来
た

。
 

 
大

江
親

子
・

畑
林

さ
ん

は
、

よ
う
や
く
解
放

さ
れ

帰
宅

さ
れ

る
。
 

尚
、

行
仙

宿
で

作
っ

た
本

日
食
べ

る
余

っ
た

弁
当
等

は
、

新
宮
市
内

の
会

友
( 玉
岡

・
児

嶋
氏
等
) に

沖
﨑
氏

が
配
布

し
て

食
べ

て
貰
う

。
 

 
昨

日
か

ら
本

日
昼
ま

で
賄

い
方

を
担

当
し

て
下

さ
っ

た
大

江
親

子
、

畑
林

さ
ん

に
感
謝
申

し
上
げ
ま

す
。
 

 
万

福
食

堂
の

夕
食
( ４

３
名

分
) は

、
１

３
時
半
過
ぎ

に
沖
﨑
宅

に
届

け
ら

れ
る

。
尚

、
夕

食
は

、
３

３
名

分
で

あ
る

が
、

昨
日

１
７

時
過
ぎ

に
減
員

が

判
明

し
た

が
、

仕
込
み

の
関
係

も
あ

り
減

ら
す

事
が

出
来

な
か

っ
た

。
 

サ
ボ

ー
ト
隊

の
藤
岡
主

事
に

１
５

時
前

に
夕

食
と

弁
当

を
届

け
る

連
絡

を

す
る

と
、

奥
駈

道
と
交
差

す
る

道
路

で
待
機

し
て

い
る

の
で

、
そ

の
地

点
へ

届
け

る
こ

と
に

な
り

、
生

熊
氏

の
運
転

で
弁

当
届

け
に

玉
置

川
経
由

で
走

る
。
 

岩
の
口

か
ら

下
っ

た
最
初

の
道
路
交
差

点
で

待
機

し
て

い
る
サ
ポ

ー
ト
隊

と
１

４
時

４
５

分
に
合
流

し
、

夕
食

・
弁

当
を
積
み
替
え

る
。
そ

の
前

で
待

機
し

て
い

た
車

は
、

な
ん

と
山

上
夫
妻

で
紅
茶

、
ジ
ュ

ー
ス
等

の
差

し
入

れ

に
来

て
下

さ
っ

た
の

で
あ

る
。

し
ば

ら
く

待
つ

と
法
螺
貝

の
音

が
し

て
一

行

が
１

５
時

１
５

分
に
到
着

さ
れ
休
憩
後

、
１

５
時

３
０

分
に

玉
置

山
へ
向

け

て
出
発

さ
れ

た
。

玉
置

神
社

へ
は

、
１

８
時
過
ぎ

に
な

る
と
思
わ

れ
る

。
 

明
日

は
、
台

風
接
近

中
で

あ
り

、
十
津

川
猿
飼

橋
を

８
時
迄

に
発
ち

、
京

都
・

聖
護

院
門

跡
に
戻

る
予
定

と
の

こ
と

。
 

 
 

 

 
 

 
岩

の
口

か
ら

下
っ

た
林

道
交

差
点

に
聖

護
院

一
行

が
到

着
・

休
憩
 

  
最
後

に
、

聖
護

院
門

跡
か

ら
修

行
支

援
に
対

し
て
過

分
な
御
礼

を
賜

り
ま

し
た

。
こ

こ
に
衷
心

よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま

す
。
 

( 記
；
川

島
、
写
真
；
梶

野
・
川

島
) 
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 聖護院奥駈修行の食料・宿泊費等の費用請求書聖護院奥駈修行の食料・宿泊費等の費用請求書聖護院奥駈修行の食料・宿泊費等の費用請求書聖護院奥駈修行の食料・宿泊費等の費用請求書 

                   H30.09.06 

科 目 金  額 内   訳 

食材費 110,433円 餡パン     7,794円 

めはり用たか菜 4,714円 

マグロ    30,559円 

お米     13,500円 

玉置神社夕食 43,000円 

(43名×@1,000) 

  

その他    10,000円 

飲料費 12,000円 お茶・水 500ml 

調味料 1,663円 酢・醤油外 

雑 品 9,070円 弁当パック・レジ袋外 

行仙宿宿泊代 68,000円 34名×@2,000=68,000 

交通費 

(車補助金) 

35,000円 8/5行仙宿・事前荷揚げ(15名;5台) 

9/2行仙宿・当日/(20名;6台) 

9/3玉置神社(4名;1台) 

合合合合        計計計計 236,166円円円円  


